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 出生 1 日目（P1）および 4 日目（P4）のラットを氷上麻酔下に右腎下極を部分切除し，経時的に
腎臓を回収し解析を行った． 




て検討したところ，それぞれは P1，P4 とも control に比べて少なかったが，切除腎とコントロール
の比で比較すると，P1 は P4 と比べ，より多くの糸球体，尿細管，集合管が形成されていた．以上
より，P1 では P4 と比べて部分切除後の再性能が存在することが確認された． 
 次に細胞分裂数および apoptosis について評価した．細胞質分裂時に発現する Phosphohiston H3 に
よる免疫染色を使用検討したところ，細胞分裂数は，P1 では概ね control と同等程度であったが，
P4 では減少していた．また TUNEL 染色を用いて同様に apoptosis を検討したところ，P1 では概ね
control と同等であったが，P4 では control より多くの apoptosis が切除 28 日後まで観察された．以上
から P1 では腎臓の部分切除後も細胞分裂能を保持し，抗 apoptosis 能力があることが明らかとなっ
た． 
 以上の P1・P4 間の表現系の差の原因を明らかにするため，切除前の P1 と P4 の腎臓を比較検討
した．腎の発生に着目し検討したところ，切除前の P1 の腎臓は P4 に比べ，ネフロン前駆細胞に発
現している Six2 遺伝子の発現に大きな差を認めた．そこで Six2 を免疫染色で検討したところ，P1
では Six2 陽性のネフロン前駆細胞の細胞集団構造である cap mesenchyme を認めたが，P4 ではすで
に消失していた．以上から Six2 陽性細胞が今回の現象に寄与していると考え，検討をすすめた． 
 まず，切除後の P1 の腎臓で Six2 遺伝子の発現を経時的に評価した．P1 の切除後の腎臓はコント
ロールに比べ，より長く Six2 を発現していた．次に免疫蛍光染色を用いて比較検討したところ，切
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